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紙飛行機制作で行う
情報デザインの授業

アサンプション国際中学校高等学校

情報科・社会科・探究科 岡本弘之

okamoto@assumption.ed.jp

０１

１．授業の概要

①よく飛ぶ紙飛行機を調べて設計（問題解決）

②制作を依頼するための手順書作成（情報デザイン）

③飛んだ距離を計測し分析する。（データサイエンス）

④分析結果をもとに改善し、結果をプレゼンする

• 高2の選択情報（週2時間）で１４時間で実施

• 自分たちで決めた４～５人のグループで授業

授業の流れ
情報Ⅰの要素を

詰め込んでみました！

０２

⓪プレ授業（１時間）

• 紙飛行機の折り方の説明書を書いてみる

• お互いの説明書を交換し相互評価する

図や番号があると
わかりやすい！

文章だけで説明するの
は難しい！

０３

①よく飛ぶ紙飛行機を設計する
（１時間）

流れ

１）班に分かれる

２）情報を集める

３）相談する

４）試作してみる

５）飛ばしてみる

６）形を決める

Ｗｅｂを調べてみる！

とりあえず作って
飛ばしてみる！

０４

②依頼するための手順書作成
（２時間）

流れ（前半 １．５時間）

１）手順を分解する

２）ＰＣで手順を入力

３）伝わるよう工夫する

４）印刷して他班に制作依頼

流れ（後半 ０．５時間）

１）渡された手順書をもとに制作

２）制作した紙飛行機を渡す

写真を撮って入れても
いいですか？

数字（〇cmとか1/3）を書い
た方がいいんちゃう？

伝わらないと
自分たちが困る仕掛け

０５
生徒の制作書の例

これではわからない！

親切だけど文章だけで
は伝わる限界がある！

０６
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生徒の制作書の例
０７

生徒の様子・発言

• 生徒の様子
• 他のグループからの依頼な
のでみんな丁寧

• 制作も手順書を間において
確認しながら複数で制作

• 生徒の発言（気づき）
• 「ややってどれくらい？」

• 「文字だけではわからん！」

• 「写真ないと難しい」

• 「書いてないけど、たぶんこう
ちゃう？」

受け手となって
情報デザインを考える

０８

③飛んだ距離を計測し分析する
（３時間）

計測（１時間）

１）３機を１０回ずつ飛ばす

２）飛距離を計測・記録する

処理（１時間）

１）データをＥｘｃｅｌに入力

２）平均・中央・標準偏差を求める

分析・改善（１時間）

１）データをもとに相談して分析

２）機体を改善する

改善しても
う一度飛距
離を計測し
分析する

０９
生徒の様子（計測）

• 計測
• グループで３機各１０回、計３０回
飛ばして計測する

• メジャーも各グループに貸与して
記録シートに記録する

０１

②３機の紙飛行機
の性能を比べる

⑤改良前と改良後
の性能を比べる

①性能がいい紙飛行機は？
・遠くへ飛ぶことができる（最大値）
・平均して遠く飛ぶ（平均・中央値）
・飛距離が安定している（標準偏差）

③飛距離の分布を
グラフで表す

⑥考察を書く

分析・記録シート

④改善した機体の
飛距離を分析

１０

④分析結果をもとに改善する

改善（２時間）

１）１回目の結果をもとに改善

２）改善機の仕様書作成

３）改善機の制作（他班）

４）改善機の飛距離計測

５）改善機の飛距離分析

プレゼンテーション（３時間）

１）改善経過についてのプレゼン制作

２）プレゼンテーション

１２
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紙飛行機の設計
高２Ｂ ４班

生徒のプレゼン
１３

改良前の紙飛行機

紙飛行機の写真

生徒のプレゼン
１４

改良前の紙飛行機の飛行記録

平均値 ４５７．４

最大値 ７４０

最小値 ７０

中央値 ４６７

標準偏差 １５８．３

生徒のプレゼン
１５

改良前の紙飛行機のヒストグラム
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生徒のプレゼン
１６

改良ポイント

矢印の箇所を折ると
きに間隔を1.5㎝広げ
た

生徒のプレゼン
１７

改良後の紙飛行機の飛行記録

平均値 ⇒１２％DOWN

最大値 ⇒３５％UP

最小値 ⇒７２％DOWN

中央値 ⇒１６％DOWN

標準偏差 ⇒８１％上がってしまった泣

生徒のプレゼン
１８
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改良後の紙飛行機のヒストグラ
ムと比較
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飛距離のヒストグラム

生徒のプレゼン
１９

考察

•最大値が35％UPしたので改良は成功。

•しかしその代わりに平均値、最小値、中
央値が下がってしまったので安定性が
損なわれた。

•この結果を見て、全体的な安定性の向
上も必要だと感じた。

生徒のプレゼン
２０

２．授業実践の振り返り

２１

授業の概要

①よく飛ぶ紙飛行機を調べて設計（問題解決）

②制作を依頼するための手順書作成（情報デザイン）

③飛んだ距離を計測し分析する。（データサイエンス）

④分析結果をもとに改善し、結果をプレゼンする

• 高2の選択情報（週2時間）で１４時間で実施

• 自分たちで決めた４～５人のグループで授業

授業の流れ
情報Ⅰの要素を

詰め込んでみました！

２２

①問題解決の授業の観点

• 情報やメディアの特性を踏まえ，情報の科学的な見
方・考え方を働かせて，情報と情報技術を活用して問
題を発見・解決する学習活動を通して，問題を発見・
解決する方法を身に付けるとともに，情報技術が人や
社会に果たす役割と影響，情報モラルなどについて理
解するようにし，情報と情報技術を適切かつ効果的に
活用して問題を発見・解決し，望ましい情報社会の構
築に寄与する力を養う。（学習指導要領解説）

• 問題解決の手順（問題発見→情報収集→提案→実行→
振り返り）は体験的に学ぶことができた

• 提案だけでなく実行・改善までできる課題であった
• 情報社会の問題についての問題解決ではなかった・・

【評価と反省】

２３

②情報デザインの授業の観点

• 目的や状況に応じて受け手に分かりやすく情報を伝
える活動を通じて，情報の科学的な見方・考え方を
働かせて，メディアの特性やコミュニケーション手段
の特徴について科学的に理解するようにし，効果的
なコミュニケーションを行うための情報デザインの考
え方や方法を身に付けるようにするとともに，コンテ
ンツを表現し，評価し改善する力を養うことをねらい
としている。（学習指導要領解説）

• 手順書の制作はアートな視点になりにくく、純粋に伝わり
やすさを考えさせる課題には適している

• 伝える、伝えてもらう役割を双方体験することで、伝わる
情報デザインについて必然的に考えることになる

【評価と反省】

２４
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③データサイエンスの観点
• データを表現，蓄積するための表し方と，データを収集，
整理，分析する方法について理解し技能を身に付ける
ことでは，データを問題の発見・解決に活用するために，
ファイルとして蓄積するためのデータの様々な形式，
データを収集，整理，分析する一連のデータ処理の流
れ及びその評価について理解するようにする。その際，
データの形式としては，関係データベースや表計算ソ
フトウェア等で扱われる表形式で表現されるデータを
はじめとして，様々な形式のデータを扱う。（学習指導
要領解説）

• 自分で収集したデータを分析することで関心がもてた
• 統計的知識（中央値・平均値・標準偏差）も説明できた

• 比較・分散・平均・中央値などのデータでしか分析してい
ない

【評価と反省】

２５

３．授業をふまえて

２６

情報Ⅰの授業に向けて

①問題解決

• 問題解決は発表で終わりではなく、実行→評価→
改善 できる内容がおもしろい！

②情報デザイン

• 情報デザインは本当に伝わるかを試せるほうがお
もしろい！

• 情報の発信・受信の双方の立場を体験したり、生
徒同士の作品から学ぶ授業がおもしろい！

③データサイエンス

• 分析するデータは自分で作った方がおもしろい！

• 生徒にとって身近なデータがおもしろい！

２７

続きはＷｅｂで
• 情報科の授業・スライドを公開しています

「情報科の授業アイデア」http://www.okamon.jp

情報科 授業 検索

２８


